
平成年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
厚
生

労
働
省
令
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
う
ち
健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十
三
条
の
次
に
五
条
を
加

え
る
改
正
規
定
（
第
二
十
三
条
の
六
第
三
項
第
二
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
二
条
の
う
ち
厚
生
年
金
保

険
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）
第
九
条
の
二
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
第
九

条
の
五
第
三
項
第
二
十
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
号
」

に
改
め
る
。

（
法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
）

第
一
条
の
四

法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

全
国
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
事
業

二

地
域
を
限
定
し
な
い
で
行
わ
れ
る
事
業

三

法
令
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
を
受
け
て
行
わ
れ
る
事
業

四

前
各
号
に
類
す
る
事
業

第
二
条
第
五
項
中「（
法
第
三
十
条
第
二
項
の
法
人
に
あ
つ
て
は
、
副
本
二
通
）」を
削
る
。

第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
七
条

法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別

記
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
五
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
九
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
九

条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
九
条
」
に
改
め
、「
届
出
は
、」の
下
に
「
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
及
び
」
を
、「
現
況
報

告
書
」
の
下
に
「
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
公
表
）

第
十
条

法
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
五
十
九
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
貸
借
対
照
表
、
収
支
計

算
書
及
び
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
現
況
報
告
書
と
す
る
。
た
だ
し
、
現
況
報
告
書
を
公
表
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
個
人
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
は
除
く
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
、
第
三
条
及
び
第
六
条
並
び
に
次

項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
規

則
」
と
い
う
。）第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
実
技
試
験
の
免
除
は
、
三
年
以
上
介
護
等
（
社
会
福
祉
士
及
び

介
護
福
祉
士
法（（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
「
介
護
等
」
を
い
う
。）の
業
務
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
八
年
法
律
第
二
十
一
号
。
以
下
「
平
成
二
十
八
年
改
正
法
」
と
い
う
。）第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
社

会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
後
平
成
十
九
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附

則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
改
正
後
平
成
十
九
年
改
正
法
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
法
第
四
十
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
施
設
（
平
成
二
十
八
年
改
正
法
附
則
第
三
十
二
条
の
規

定
に
よ
り
改
正
後
平
成
十
九
年
改
正
法
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
指
定
を
受

け
た
学
校
又
は
養
成
施
設
を
含
む
。）に
お
い
て
六
月
以
上
介
護
福
祉
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用

さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

５

法
第
四
十
条
第
二
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た
養
成
施
設
の
設
置
者
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
修
業
年
限

を
変
更
す
る
場
合
（
新
規
則
第
二
十
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
第
四
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、

同
条
中
「
修
業
年
限
、
養
成
課
程
」
と
あ
る
の
は
、「
養
成
課
程
」
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
八
号

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
一
部
及
び
社
会
福
祉
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令

第
百
八
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る

省
令

（
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
あ
っ
て
」
を
「
あ
つ
て
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
人
が
事
業
活
動
を
支
配
す
る
法
人
等
）

第
一
条
の
三

令
第
十
三
条
の
二
第
五
号
の
法
人
が
事
業
活
動
を
支
配
す
る
法
人
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

も
の
は
、
当
該
法
人
が
他
の
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る

当
該
他
の
法
人
（
第
三
項
各
号
に
お
い
て
「
子
法
人
」
と
い
う
。）と
す
る
。

２

令
第
十
三
条
の
二
第
五
号
の
法
人
の
事
業
活
動
を
支
配
す
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
一

の
者
が
当
該
法
人
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
一
の
者
と

す
る
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
「
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業
の
方
針
の
決
定
を
支
配
し
て
い
る
場
合
」
と
は
、
次
に
掲
げ

る
場
合
を
い
う
。

一

一
の
者
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
が
社
員
総
会
そ
の
他
の
団
体
の
財
務
及
び
営
業
又
は
事
業

の
方
針
を
決
定
す
る
機
関
に
お
け
る
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
場
合

二

評
議
員
の
総
数
に
対
す
る
次
に
掲
げ
る
者
の
数
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
る
場
合

イ

一
の
法
人
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
の
役
員
（
理
事
、
監
事
、
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監

査
役
、
執
行
役
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
う
。）又
は
評
議
員

ロ

一
の
法
人
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
の
職
員

ハ

当
該
評
議
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
た
者

ニ

一
の
者
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
に
よ
つ
て
選
任
さ
れ
た
者

ホ

当
該
評
議
員
に
就
任
し
た
日
前
五
年
以
内
に
一
の
者
又
は
そ
の
一
若
し
く
は
二
以
上
の
子
法
人
に
よ
つ
て

当
該
法
人
の
評
議
員
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者




		2016-03-31T19:41:36+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




